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市長の施政方針に対する質疑
施政方針に対する質疑

（３月９日開催）

▲放課後児童クラブにも活用される
　大塚児童館

▲千代田中学校

地域防災力の強化について公助の果たす役割について、特に一人
住まいの高齢者の対策についてどのように考えているのか伺う。

放課後児童クラブを本年10月から民間委託するとしているが、
その理由について伺う。

効率的・効果的な行政運営について、安定した財源を確保して
今後とも質の高い行政サービスを提供していけるか伺う。

骨髄などを提供するドナーへの経済的負担の軽減を目的とした
助成制度を図るとしているが、具体的にはどのようなことを考
えているのか伺う。

千代田中学校区の統合整備に関しては廃校となる小学校の今後の
利用計画とあわせて熟慮が必要と考えるが、市長の考えを伺う。

ひとり暮らしの高齢者につきましては、地区民生委員の協力の
もとに毎年実態調査を実施し、関係機関と連携された情報を共
有することで緊急時の対応に生かすこととし、特に、在宅の要
援護高齢者につきましては緊急通報システムや配食サービスに
よる日常の安否確認の他、民間の居宅介護支援事業所と連携を
強化することで連絡体制を確保し非常時に備えてまいります。

放課後児童クラブは、児童個々への細やかなサポートや多様化
するニーズへの対応が必要であり、サービスの向上が求められ
ているところです。放課後児童健全育成事業検討委員会におい
て民間委託の導入は有効であるとのご意見をいただいたところ
で、また、国においては「多様なニーズを満たすため民間サー
ビスを活用し公的な基盤整備と組み合わせることも有効であ
る」としており、民間委託によって質の向上が期待されること
から、民間委託するものであります。

健全な財政運営を行うことは大前提ではありますが、事業を見
極め、適切な地方債を活用していくことが必要と考えます。さ
らに健全財政運営を行っていくため効率的な組織機構の構築を
図り、事業においては継続的に費用対効果を検証し真に必要な
事業の取捨選択を厳しく行っていくことで経常経費を圧縮する
など行政改革についてもより一層努めてまいります。

ドナー休暇の制度の適用を受けられない方や個人事業主の方
へ、骨髄などの提供にかかわる通院または入院を要した費用に
対し１日２万円、最大７日分14万円を限度に助成を行うことを
考えております。

学校の適正規模化による統廃合は、地域の実情に沿うことも重
要と考えております。統合により廃校となる施設の跡地利用な
どの課題もありますが、まずは市内で最初となる義務教育学校
を魅力ある学校にしてまいりたいと考えております。


